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調査研究状況サマリ 

 

(1) Ｇビズインフォにおけるデータの追加・ユーザ支援に関する運用・調査 

① データ追加について、Ｇビズインフォへデータを登録し運用・調査を実施しデータ拡充を行っ

た。本事業で実施した内容を本書 2.1 章にまとめた。 

② ユーザ支援について、システム管理者、データ提供者、一般利用者に関して支援を行った。本事

業で実施した内容を本書 2.2 章にまとめた。 

 

(2) Ｇビズインフォの稼働環境構築に関する整備 

③ Ｇビズインフォの稼働環境構築に関する整備として、新稼働環境の構築ならびに利用状況に応

じた最適な稼働環境を検討した結果と実施内容を本書 3 章にまとめた。 

 

(3) Ｇビズインフォの保守・運用 

④ 保守・運用の実施内容として、稼働監視状況と障害対応、セキュリティ監視に関する事項を実施

し、実施内容について本書 4.1 章にまとめた。 

⑤ 保守・運用作業準備について、滞りなく実施して本事業を開始しており実施内容について本書

4.2 章にまとめた。 

⑥ 掲載情報の管理として、当該サイトに掲載する情報について管理を行った。本事業で実施した内

容を本書 4.3 章にまとめた。 

 

(4) 事業実施上の知見 

⑦ AWS 移行に伴い、グラフデータベースとして Amazon Neptune の採用を検討し、SPARQL サ

ービスの改善を図った。Amazon Neptune の採用に関して、2020 年 8 月 24 日（月曜日）～

2020 年 8 月 28 日（金曜日）、アマゾン ウェブ サービス ジャパン株式会社（AWS）主催のオ

ンラインカンファレンスにて取組み内容を発表している。 

⑧ AWS 移行後の保守・運用上への効果として、問い合わせや障害対応等の軽減や、サービス稼働

率の向上といった効果が表れた。これらの内容について本項に記載した。 

⑨ 保守・運用における成果指標に関する考え方を記載した。本指標に関しては次年度以降も実績を

元に目標を設定し計測することが有効であると考える。なお、成果指標に対する実績について記

載した。 
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1. 事業の概要 

1.1. 本事業の概要 

(1) 事業目的 

我が国は、「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律」（平成二十五

年五月三十一日法律第二十七号）に基づき、平成２７年１０月、すべての国内の法人に対して法人番号

を付番した。 

政府は、予算執行、届出、表彰等で多数の企業に接触・関与し、様々な法人活動情報（法人の名称等

に紐付いて管理されている情報）を取得しているが、これらを法人番号と紐づけて機械判読可能な形式

に整理し、各情報を多面的に活用・分析することが可能となれば、効率的・効果的な政策立案・執行が

可能である。また、民間事業者等においても、組織内で保有する法人活動情報とともにこれら政府の公

開情報を活用するとことにより、新たなサービスの創出やサービスの高度化に資すると考えられる。 

こうした考えの下、経済産業省（以下「当省」という。）では、平成２８年度から、経済産業省版法

人ポータルサイトベータ版の試行運用の後、平成２９年１月に全府省庁が保有する法人情報を一括検

索、閲覧、取得が可能なサイトである「Ｇビズインフォ」（https://info.gbiz.go.jp/index.html）（令

和２年３月に法人インフォメーションを改称）を公開し、法人情報の拡充や追加機能の検証を図りなが

ら、法人情報の利活用に対する要望の収集を行ってきた。 

本事業は、Ｇビズインフォの運用を通じて得られる課題及び知見のほか、平成３０年度補正経済産業

省デジタルプラットフォーム構築事業（法人インフォメーションの保守・運用に関する調査研究）、平

成３０年度補正経済産業省デジタルプラットフォーム構築事業（法人インフォメーションの機能追加

に関する調査研究）の調査報告書等も踏まえ、より迅速・正確かつ効率的なデータ収集・追加方法に関

する調査等を行い、Ｇビズインフォの運用評価を目指すものである。 

 

(2) Ｇビズインフォの概要 

Ｇビズインフォでは、政府機関が保有する法人活動情報を法人番号で紐づけし、オープンデータとし

て公開している。利用者は、法人番号、法人名その他詳細情報をもって該当法人を検索し、各府省庁が

保有する補助金、表彰、届出・認定、調達、特許、財務情報といった法人活動情報の検索・閲覧に加え、

ファイル（ＰＤＦ及びＣＳＶ）ダウンロード及びＡＰＩ（ＳＰＡＲＱＬ ＡＰＩ及び情報提供ＲＥＳＴ 

ＡＰＩ）を利用した機械可読な形式での構造化されたデータ取得が可能となっている。 

またこれらのデータを法人インフォでは、独立行政法人情報処理推進機構が作成した「共通語彙基盤

コア語彙Ｖ２（Ⅴｅ２．４）」を参考に、法人情報を表現するための「法人活動情報語彙Ｖ２」を定義

の上、法人情報についてオープンデータとして利活用しやすいように構造化されたデータ整備を行っ

ている。 

  



 
 

5 
 

 

(3) 事業概要 

Ｇビズインフォの保守運用を通じて、より迅速・正確かつ効率的なデータ収集・追加等を行うととも

に、データ量増加や政府調達制度に応じたシームレスなシステム開発・運用に対応する。事業概要は次

のとおりである。これらを実現するため本書２章～４章の取組みを実施した。 

(ア) 前年度事業で構築・運用開始したシステムの引継ぎと保守運用ならびに新たな法人活動情報の

データ収集・追加を行う。 

(イ) Ｇビズインフォの稼働環境を提供するとともに、利用状況に応じた最適な環境を構築する。 

(ウ) 法人活動情報のＧビズインフォのデータ収集・追加作業や法人番号付与（提供されるデータに法

人番号を付与する）作業を通じて、既存環境やツール等の検証、評価を行い、当省と協議の上、

必要に応じて機能追加や改修等を検討・実施する。 

(エ) 事業期間における本システムの適切な運用を行うとともに、アクセス状況分析からのユーザ層

特定や問合せ項目等からのニーズ把握など、運用を通じて得られる知見について調査を行い、本

システムについての評価・改善事項の検討を行う。 
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1.2. 事業計画 

本事業は 2020 年 4 月（令和 2 年 4 月）より開始され、事業は計画通りに実施された。 

 

図 1.2-1 全体スケジュール 

個々の活動状況は次のとおり 

(ア) 保守・運用、ユーザ支援 

計画どおり 

(イ) 稼動環境検討 

計画どおり 

(ウ) 定期報告 

計画どおり 

(エ) データ拡充調査 

計画どおり 

(オ) 報告書 

  計画どおり 
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2. Ｇビズインフォにおけるデータ収集・追加およびユーザ支援に関する運用・調査 

2.1. Ｇビズインフォへのデータ収集・追加に関する運用・調査 

以下（ア）及び（イ）のデータについて、本システムに追加すること。その際、法人番号が付与され

ていないデータについては、国税庁法人番号公表サイトの法人情報と、（ア）及び（イ）のデータの「法

人名」、「所在地」をキーとして突合するなど機械的な名寄せ、本システムへのデータの追加に必要なフ

ォーマットの変換を行い、データ収集・追加に関してより迅速・正確かつ効果的・効率的な方法等につ

いて調査する。 

またこれら作業を通じて、既存環境やツール等の検証、評価を行い、当省と協議の上、必要に応じて

機能追加や改修等を検討・実施する。 

 

 当省より提供するデータの追加登録 

当省が他府省庁等へ提供を依頼し収集する以下の法人活動情報データ区分について本システムに

追加すること。 

＜データ区分＞ 

➀平成３０年度提供の法人活動情報（特許以外）のデータ（約５万件程度） 

➁令和元年度提供の法人活動情報（特許以外）の未登録データ（約２万件程度） 

➂令和元年度提供の特許情報１０年分のデータ（４００万件想定） 

④令和２年度に受領する法人活動情報（特許以外）の新規データ（２０万件／年程度） 

 

＜作業実績＞ 

表 2.1-1 の網掛け箇所が当年度における作業実績である 

下段（＋数字）は当年度に作業を実施して追加した件数を示す。 

 

表 2.1-1 提供データの登録実績 

 

 特許情報：当年度は過去１０ヵ年分（特許出願日が 2010 年～2019 年）のデータを対象とし約

６００万件の登録を行った。特許情報は特許庁より毎年データを入手し 1 回／年のデータ洗い

替えを行う運用とした。（数ヵ年の範囲で申請・審査中データが失効や取消等になるため） 

 特許以外：各府省より提供頂いた法人活動情報をもとに約１６万件を登録した。 

  

省庁 財務情報 特許情報 届出・認定 補助⾦情報 調達情報 表彰情報 職場情報
・⾏政処分情報

中計 4300 6,016,176
(+6,016,176)

180,886
(+8,733)

425,065
(+53,314)

286,426
(+96,387)

61,652
(+1,420)

13135

合計 6,987,640
(+6,176,030)
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 政府機関のウェブサイトから取得したデータの追加 

次のデータを各ウェブサイトからＡＰＩ機能等を通じて取得し、日次で本システムにデータを

追加した。 

 法人基本３情報（法人番号、法人名称、所在地）：法人番号公表サイト（国税庁） 

 法人基本情報（代表者名、資本金、従業員数、設立年月日、営業品目など）：統一資格審査申

請・調達情報検索サイト（総務省）、しょくばらぼ（厚生労働省）、ＥＤＩＮＥＴ（金融庁） 

 勤務実態情報：しょくばらぼ（厚生労働省） 

 財務情報：ＥＤＩＮＥＴ（金融庁） 

 法人活動情報（認定情報）：スマートＳＭＥサポーター（経済産業省） 

 

＜作業実績＞ 

表 2.1-2 の網掛け箇所が当年度における実績である 

下段（＋数字）は前年度と比較して増加した件数を示す。 

 

表 2.1-2 ウェブサイトからの登録実績 

 
 基本情報：登録法人件数として約５００万法人（洗い替え）を収録。前年度と比較して約１

３万法人を追加登録した。 

 勤務実態情報：職場情報、表彰情報として前年度と比較して約５千件増。 

 財務情報：財務情報として約４千件（洗い替え）を収録。前年度と比較して約百件増。 

 認定情報：届出・認定・行政処分情報として前年度と比較して約８千件増。 

 

なお、対象となる各ウェブサイトでは不定期にシステムメンテナンスが発生するため、サイト告

知をウォッチしシステムメンテナンスの後に正常にデータが取得できているか検証を行うなどし

ている。３月に発生した「しょくばらぼ（厚労省）」のシステムメンテナンスでは、取得している

CSV ファイルにレイアウト変更があり正常にデータが取得できないことから、一時的に自動取得

を停止してプログラム修正を対応したのちに再開するなどの対応を行っている。 

  

登録法⼈件数︓4,997,687件(+134,495)
省庁 財務情報 特許情報 届出・認定 補助⾦情報 調達情報 表彰情報 職場情報

・⾏政処分情報
中計 4300

(+84)
6,016,176 180,886

(+8,204)
425,065 286,426 61652

(+3,763)
13135

(+1,416)

合計 6,987,640
(+13,467)
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19 法⼈番号付与ツールの実⾏待ちにつ

いて 

21/01/28 技術問合せ ⼀般ユーザー⽀援  

20 掲載情報の検索制御について 21/02/08 技術問合せ 省内ユーザー⽀援  

21 法⼈基本情報および各法⼈活動情報

の新着情報の判断条件について 

21/02/10 技術問合せ ⼀般ユーザー⽀援  

22 【データ削除依頼】 21/02/12 技術問合せ 省内ユーザー⽀援   

23 API 取得データ項⽬の仕様について 21/02/18 技術問合せ ⼀般ユーザー⽀援  

24 2/20 午前 0 時ごろ発⽣したクラウド

サービス「AWS」の障害に関して 

21/02/24 技術問合せ 省内ユーザー⽀援   

25 法⼈情報（基本情報および各活動情

報）の全量取得について 

21/03/02 技術問合せ ⼀般ユーザー⽀援  

26 sparql-API を利⽤した法⼈基本の新

着情報の取得について 

21/03/10 技術問合せ ⼀般ユーザー⽀援  

27 補助⾦情報について 21/03/16 技術問合せ ⼀般ユーザー⽀援  

28 法⼈活動情報のキー情報について 21/03/19 技術問合せ ⼀般ユーザー⽀援  
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3. 稼働環境構築に関する整備 

Ｇビズインフォシステムイメージを参照し、要件を満たすＧビズインフォの稼働環境を構築し、現在

提供しているサービスを途切れなく提供すること。 

なお本事業にて新たに整備する稼働環境（以下「新稼働環境」という。）については、平成３０年度

補正経済産業省デジタルプラットフォーム構築事業（法人インフォメーションの機能追加調査事業）に

おける検討を踏まえ、本事業内で新稼働環境のクラウド環境はＡＷＳへの移設を行うこととする。 

また、利用状況に応じた最適な稼働環境の検討を行うこと。アクセス状況等、本システムから得られ

る情報についてとりまとめ、本システムの利用状況等について調査し、ＡＰＩ利用状況やアンケート内

容を踏まえ、評価・検討を行うこと。さらに、そこから得られた結果を基に、今後本システムを運用し

ていくために必要なシステム要件、リスク、注意事項等を検討し、最適な稼働環境をとりまとめ、報告

書に記載すること。 

 

(1) 新稼動環境 

以下に新稼働環境（AWS 環境）におけるシステム構成案を示す。 

 

図 3-1 新稼働環境 
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(3) セキュリティ監視 

(ア) 脆弱性情報の収集 

法人インフォで使用しているソフトウェアに関する脆弱性情報を脆弱性公表サイトから日々取得

して予防保守を実施した。 

 

(イ) 侵入検知 

fail2ban を使用して SMTP サーバへの不正アクセスを検知し計 147 の IP アドレス遮断を実施し

た。 

 

 

(4) 予防保守・定期保守 

セキュリティ情報・アップデート情報を日々確認し予防保守を実施した。本システムに影響のあるセキ

ュリティ情報・アップデート情報については、定めた基準に基づいて対策を実施。 

アップデートが必要な場合は、定期保守にてアップデートを実施するが、緊急性が高い事象について

は、回避や低減等のアップデート以外の対応も含めて協議して実施する。このため、予防保守の結果に

ついて定期報告の対象として報告を行った。 
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4.2. 保守・運用作業準備 

(1) 保守・運用作業計画書の作成と更新 

保守・運用作業計画書を作成し、４月に承認を受けて本事業を開始した。 

 

(2) 障害対応 

障害管理手順を定め、４月に承認を受けて本事業を開始した。 

 

(3) システム管理者マニュアルの更新 

当年度の改修内容に応じて適宜修正を実施。最終版は納品物として納める。 

 

(4) 利用者マニュアルの更新 

当年度の改修内容に応じて適宜修正を実施。最終版は納品物として納めるほか、gBizINFO サイトに

て公開中。 

・https://info.gbiz.go.jp/about/document/HowTo.pdf 

・https://info.gbiz.go.jp/api/index.html 

・https://info.gbiz.go.jp/hojin/common/data/resourceinfo.pdf 

 

(5) 定期的な報告 

運用・保守の状況、稼働統計情報等を毎月実施している。 

 

(6) 引継ぎ 

前年度の運用事業者より円滑に引き継ぎを実施し、20 年 4 月より稼働中である。 

 

(7) 引き渡し 

次年度保守・運用調達に際して、システムの引き渡しがスムーズにできるように各種ドキュメントを

作成・整理し、成果物として納品するとともに、応札意欲のある事業者に対し、システムの引継ぎや新

規構築などに関する技術的知見、リスク、注意事項等について遺漏なく引き継いだ。 
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4.3. 掲載情報の管理 

当該サイトに掲載する情報について管理を実施した。具体的には以下の通り。 

(1) サイトの活用事例の管理 

下記のとおり実施（トップ ›活用事例集） 

https://info.gbiz.go.jp/example/index.html 

 

(2) 「お知らせ」追記 

下記のとおり実施（トップ ›お知らせ） 

https://info.gbiz.go.jp/information/index.html 

 

(3) 「法人活動情報追加のお知らせ」追記 

下記のとおり実施（トップ ›法人活動情報追加のお知らせ） 

https://info.gbiz.go.jp/data_additional_information/index.html 

 

(4) 本システムに関する記事情報の管理 

下記のとおり実施（トップ ›関連掲載記事） 

https://info.gbiz.go.jp/related_article/index.html 
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5. 事業実施上の知見 

(1) SPARQL サービスの改善 

AWS 移行に伴い、SPARQL API 用のグラフデータベースとして Amazon Neptune の採用を検討

し、SPARQL サービスの改善を図った。 

2020 年 8 月 24 日（月曜日）～2020 年 8 月 28 日（金曜日）、アマゾン ウェブ サービス ジャパン

株式会社（AWS）主催のオンラインカンファレンス「Purpose-Built Databases Week ～AWS の

NoSQL データベースサービス総集編～」が開催され、カンファレンスの 5 日目にあたる 2020 年 8

月 28 日（金曜日）、「経済産業省様 gBizINFO における Amazon Neptune への移行事例のご紹介」

と題して弊社が講演し、Neptune を選択した理由や構築するにあたって乗り越えた課題、使用した

機能などについて紹介した。 

・ 別冊２（Amazon Neptune への移行事例のご紹介） 

 

(2) AWS 移行後の保守・運用への効果 

20 年度は gBizINFO の提供する API 利用が過年度に比べて飛躍的に上がり、利用者数、アクセス数

の増加として表れている。特に SPARQL API に関しては上記(1)のように Neptune の採用や

Elasticsearch 連携等の性能対策が効果を示し利用しやすいものになったことに加え、切替実施後も

安定稼働しており、保守・運用への効果として問い合わせや障害対応等の対応が軽減されるものとな

った。 

また、サービス死活監視においてもクラウドネイティブな AWS 監視ツール（Amazon CloudWatch）

を活用することで監視作業が改善され、サーバー構成においても冗長化構成を実装できたこともあ

り、これまで運用対応でカバーしていた部分においてサービス稼働率に少なからず寄与するものと

なった。 

 

(3) 保守・運用における成果指標 

本案件の保守・運用作業を実施するにあたり、以下の考え方をもとに成果指標を選定している。 

ａ）いつでも計測可能なものであること 

 ｂ）測定した数値によって実施効果が推量できるものであること 

 ｃ）経年のベンチマークによって改善効果が分析できるものであること 

 ｄ）定義づけが不動なものであってＰＤＣＡサイクルを確立でき、 

次年度以降にも組み込めるものであること 

 

各成果指標について目標を設定して実行しており、これら成果指標に対する主な実績について以下

に記載する。 
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2020 年度の成果指標（実績）  

 

① 稼働維持 

 ＨＰ稼働時間         24 時間 365 日（※１） 

 サービス稼働率          

・画面サービス   99.999%（※１） 

・REST-API サービス   99.999%（※１） 

・SPARQL-API サービス  99.40%（※１）（※２） 

（※１）計画停止時間および、DDoS/DoS 攻撃等によるインターネット遮断時間は含まない 

（※２）ただし 20 年 10 月以降のサービス稼働率は 99.999% 

 

② データ拡充 

 登録レコード数（件） # gBizINFO が保有する法人活動情報の登録件数 

6,987,640 件 

・特許データ 6,016,176 件 

・特許以外   971,464 件 

 追加レコード数（件） # 20 年度に SE 作業で gBizINFO に登録した件数 

6,176,030 件 

・特許データ 6,016,176 件 

・特許以外   159,854 件 

 データ品質   

(a)20 年度受領したデータにおいて法人番号が特定されたもの 

・法人番号付番率 95.1%（gBizINFO 側で付番したものを含む） 

・元付番率  92.7%（gBizINFO 側で付番したものを除く） 

(b)20 年度受領したデータにおいて正常登録できたもの 

・登録率  71.7%（gBizINFO 側で補正したものを含む） 

・適合率  70.5%（gBizINFO 側で補正したものを除く） 

  

③ 利用促進 

 画面訪問数         1,278,092 回／年 

 API 訪問数            29,367 回／年 

 

利用促進の成果指標について、例年の傾向よりアクセス数は訪問数（セッション数に相当）の件

数に比べて月毎の偏差が極端になる傾向があるため、月毎に評価する場合の成果指標として訪

問数を採用。アクセス数については参考値として年間統計を記録するに留めた。20 年度（令和

２年度）のアクセス数に関しては次紙の＜参考＞欄を参照のこと 
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＜参考＞令和２年度（2020 年度）の gBizINFO 実績 

 

(ア) データ登録件数（法人活動情報） 

 令和元年度 

登録レコード数（件） 

令和２年度 

登録レコード数（件） 

財務情報 4,216 4,300 

特許情報 1,092,457 6,016,176 

届出・認定情報 163,953 180,886 

補助金情報 371,747 425,065 

調達情報 189,826 286,426 

表彰情報 56,456 61,652 

職場情報 11,719 13,135 

合計 1,890,374 6,987,640 

 

 

(イ) アクセス数 

令和２年度 

 

画面 ＡＰＩ 

訪問数 ＰＶ数 訪問数 アクセス数 

2020 年 04 月 112,149 274,486 1,769 1,282,061 

2020 年 05 月 106,137 274,180 1,672 9,484,880 

2020 年 06 月 50,321 216,792 1,837 15,567,429 

2020 年 07 月 33,472 157,687 1,561 16,342,314 

2020 年 08 月 25,156 130,430 2,562 13,351,999 

2020 年 09 月 26,994 211,649 2,635 10,561,165 

2020 年 10 月 26,877 225,967 2,698 14,697,369 

2020 年 11 月 40,601 166,479 2,642 13,695,687 

2020 年 12 月 83,568 218,819 2,842 9,200,027 

2020 年 01 月 143,018 290,213 2,698 16,751,739 

2020 年 02 月 211,333 423,149 2,938 16,180,390 

2020 年 03 月 418,466 707,959 3,513 21,021,888 

 

 

 

 

 

以上 
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②お問い合わせ通知ジョブ実行中に想定外のエラーが発生した場合はログに出力し、リトライをＮ回実施してから、それでもエラーの場合エラー処理を行う。

お問い合わせ通知ジョブは毎時間実施する。 

③EDINET 書類情報取得ジョブは、金融庁の EDINET より API を使用して毎日実施する。 

④法人基本 3情報取得ジョブは、国税庁の法人番号公表サイトより API を使用して毎日実施する。 

⑤統一資格情報取得ジョブは、総務省の統一資格者情報ＣＳＶファイル公開機能の API を使用して毎日実施する。 

⑥スマート SME データの取得ジョブは、スマートＳＭＥサポーターサイトから OAuth2 認証でアクセストークン、インスタンス名、バージョン情報を取得し、 

取得したアクセストークンを付与して、スマートＳＭＥサポーターの SalesForce_API から、スマートＳＭＥサポーター申請情報データ（json）を毎日取得

する。 

⑦職場情報取得ジョブは、厚生労働省のしょくばらぼより HTTPS を使用して毎日実施する。 

⑧Web サーバのデータ登録ジョブは、データ取得機能、データチェック機能、データ変換機能、重複データチェック機能、データ登録機能、不利益情報のエク

スパイア機能が含まれる。 

⑨ダウンロードデータ作成ジョブは毎日実施する。 

⑩アクセスログ解析ジョブはプロフィール画面アクセス数解析機能、REST_API アクセス数解析機能、アクセス数推移解析機能、検索条件使用数解析機能、活

動情報数取得機能が含まれる。 

 

  







































1. レイアウト定義

1.1 ヘッダーエリア
・ 画面基準書に従う。

1.2 エラーメッセージ
・エラーメッセージは画面基準書に従い、下記の位置に表示させる。

1.3 フッターエリア
・ 画面基準書に従う。
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